














要約:千葉県内 18 保健所における平成 4 年度の三歳児視覚健診の実施状況を総括し,平成

3 年度と比較検討した。その結果,対象者は 47,805 名で前年度より約 1,280 名減少してい

たが,一次受診率は 84.0%でほとんど差がなく,二次受診者が 3,085 名,受診率 65.4%で,前

年を 12 ポイント上まわった。精密健診受診者は 790 名で前年と変らなかったが,受診率は

86.9%で前年を 7.7%ポイント上まわった。各保健所別の受診状況をみると前年同様地域差

が認められた。受診結果は,一次健診で要二次健診,他機関管理中を併せた異常者発見率は

平成 4 年度が 16%であり,前年を 2 ポイント上まわった。二次健診での,異常者の発見率は

41.2%,精密健診では 88 ・ 1%であり,前年度と差を認めなかった、精密健診結果の内訳を

みると屈折異常者の率が平成 4 年度は,75 ・ 2%で,前年より 6 ポイント高かった。眼鏡処

方箋の発行率は,精健受診者の 16.9%で,前年とほとんど変らず一次受診者に対する割合も

0.3%で差がなかった。

精密健診受診者について,各受託医療機関にアンケート調査を行い,最終診断名を調べた結

果,要医療と判定された者は 165 名(24.3%)で,前年の 121 名(18 ・ 7%)より約 5ポイント高

かった。最終診断名については,屈折異常が 81.9%で,前年を 11 ポイント上まわった以外,

眼位異常 13.5%,弱視 10.3%その他内反症,眼瞼下垂,角結膜疾患等は低率で,前年とほとん

ど変わらなかった。


